
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高田病後児保育所「ぬくみ」 掲示板  
【１２月のテーマ】     やけどの対応について 

 

高田病後児保育所スタッフより 

 

１２月に入り暖房器具が必要となる季節となりました。寒さが本格化するこれからの時期は、

子どもの「やけど」の事故が多くなります。今月は「やけどについて」ご案内します。 

 

☆『やけどの応急処置』 
子どもの皮膚は大人に比べてうすく、重症化しやすいので注意が必要です。 

・とにかく流水で冷やします。市販されている冷えるシートは、熱傷の冷却用には使えません。 

・痛みがなくなるのを目安に 30分程度冷やしましょう。冷やすことで皮膚のふかいところま

で火傷が進むのを防ぎ、痛みを和らげます。また傷痕が残りにくくなります。 

・服を着た状態でのやけどの場合はそのまま服の上から冷やしてください。皮膚を脱がすと皮

膚が破れたり、はがれてしまうことがあります。 

・水ぶくれができた場合はつぶさないようにしましょう。水ぶくれをつぶすとやけどが進んだ

り細菌感染を起こす原因となります。 

 

☆『症状と対応 受診のめやす』    【やけどの状態】                   【受診のめやす】 

   皮膚が赤くなっている・・・・・・・・・・・・・・・・・・冷やして家で様子をみましょう。    水ぶくれ 

皮膚が白いあるいは黒くなっている     冷やしたうえで病院へ受診してください。 

   やけどしたのに痛みがない 

    

※一見浅いやけどに見えても時間が経つと深いものだったということもあります。熱をもっ

ていたり、 やけどが広がってくるときは受診が必要です。 

※顔面のやけど、広範囲のやけど（大人の手のひらの大きさ）は 

すぐに救急車を呼んで下さい！！ 

 

☆『低温やけどにも注意！！』 
冬場は使い捨てカイロ、湯たんぽ、電気毛布など低温やけどに 

注意してください。気持ちがいいと感じる温度のため、熱さや痛み 

など感じず、長時間からだに接し続け深いところまでやけどになり、 

重症となることが多いです。 

 

 

 

 

 


